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総務委員会
委

員

会

活

動

報

告

平
成
28
年
12
月
15
日
及
び
22
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
委
員

会
（
12
月
15
日
、
平
成
29
年
１
月
10
日
）、
産
業
建
設
委
員
会
（
１
月
11
日
）、
教
育
厚

生
委
員
会
（
１
月
12
日
）、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
１
月
16
日
）
を
開
き
審
査
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
閉
会
中
に
開
催
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
８
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
施
設
の
建
て
替

え
に
伴
い
、
そ
の
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
こ
の

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　
　
　
　

既
存
の
条
例
と
の

相
違
点
は
。

　
　
　
　

大
き
く
異
な
る
点

は
、
名
称
が
「
島
原
市
浄
化

苑
」
か
ら
「
前
浜
ク
リ
ー
ン

館
」
と
い
う
名
称
で
提
案
し
て
い
る
。

次
に
、
し
尿
投
入
手
数
料
が
変
更
に
な

る
。
現
在
は
３
段
階
で
手
数
料
を
設
定

し
て
お
り
消
費
税
込
み
で
、
６
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
下
が
43
円
、
６
０
０
リ
ッ

ト
ル
を
超
え
て
１
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
ま

で
が
１
０
８
円
、
１
８
０
０
リ
ッ
ト
ル

を
超
え
て
３
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
ま
で
が

２
１
６
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
た
な

条
例
案
で
は
、
消
費
税
別
で
10
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
１
・
５
円
で
設
定
し
て
い

る
。　
　

　
　
　
　
有
明
地
区
の
収
集
業
者
は
雲

仙
市
の
し
尿
も
収
集
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
個
人
か
ら
徴
収
す
る
く
み
取
り
手

数
料
は
有
明
地
区
も
雲
仙
市
の
一
部
の

地
域
も
同
じ
な
の
か
。

　
　
　
　

有
明
地
区
を
収
集
し
て
い
る

業
者
は
有
明
町
か
ら
愛
野
町
ま
で
の
区

域
の
収
集
を
し
て
い
る
。
く
み
取
り
手

数
料
は
島
原
市
が
18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

１
１
６
円
に
対
し
て
、
南
高
北
部
環
境

衛
生
組
合
の
地
域
は
18
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
１
１
５
・
２
円
で
、
０
・
８
円
の
違

い
が
あ
る
。　

　

こ
の
ほ
か
、
各
家
庭
が
く
み
取
り
業

者
に
支
払
う
収
集
手
数
料
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

市
長
、
副
市
長
及
び
市
議
会
議
員
の
期

末
手
当
を
改
定
す
る
た
め
、
こ
の
条
例

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
今
回
の
期
末
手
当
の
増
額
改

定
議
案
が
可
決
す
れ
ば
、
全
て
の
議
員

に
改
定
後
の
期
末
手
当
額
が
支
給
さ
れ

る
が
、
こ
の
議
案
に
反
対
の
場
合
は
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
受
け
取
り
を

辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　
　
　

市
議
会
議
員
の
場
合
は
、
公

職
選
挙
法
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
条
例

ど
お
り
に
支
給
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
も
し
そ
れ
を
市
に
返
納
す
る
と
な

る
と
、
公
職
選
挙
法
の
寄
付
行
為
に
抵

触
す
る
と
思
わ
れ
る
。　
　
　

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

し尿処理施設（完成予想図）

質
疑

○
第
52
号
議
案

　
島
原
市
し
尿
処
理
施
設

条
例

○
第
54
号
議
案

　
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
島
原
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例



質
疑
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県
内
各
市
の
状
況
は
ど
う
な

の
か
。

　
　
　
　

改
定
後
の
月
数
よ
り
高
い
２

市
を
除
い
て
、
年
間
3
・
2
5
月
で
改

正
を
さ
れ
て
い
る
。　

　

こ
の
ほ
か
、
報
酬
等
審
議
会
に
つ
い

て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　
　
　
　
改
定
の
対
象
と
な
る
職
員
の

総
数
、
改
定
の
率
及
び
総
額
、
一
人
当

た
り
平
均
改
定
額
は
。　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　

職
員
の
総
数
は
一
般
会
計
で

3
4
9
人
、
改
定
率
は
給
料
表
が
平
均

0
・
2
％
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
が

0
・
1
月
分
の
引
き
上
げ
で
４
・
２
月

分
か
ら
４
・
３
月
分
と
な
る
。
影
響
額

は
約
１
７
７
０
万
円
で
一
人
当
た
り
平

均
約
４
万
４
千
円
の
増
と
な
る
。　

　

　
　
　
　
長
崎
県
内
の
一
般
職
の
給
与

改
定
の
状
況
は
。

　
　
　
　

県
内
他
市
の
職
員
の
給
与
改

定
に
つ
い
て
は
、
全
て
国
の
人
事
院
勧

告
の
内
容
に
準
じ
た
改
定
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
最
近
の
改
定
の
状
況
等

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

第
56
号
議
案
及
び
第
57
号
議
案
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た
め
、
こ

の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
関
連
が
あ
る
た
め
一
括
し
て
審

査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
台
湾
と
日
本
が
公
式
な
国
交

が
な
い
た
め
に
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
な

か
っ
た
が
、
日
台
租
税
取
決
め
と
い
う

民
間
取
決
め
に
お
い
て
こ
の
内
容
を
日

本
で
も
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
ま
で
台
湾
で
得
た
利
益
の
把
握
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　

利
子
、
配
当
等
に
つ
い
て

は
、
源
泉
徴
収
と
い
う
形
で
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
課
税
を
し
て

き
た
。　
　
　

　

こ
の
ほ
か
、
該
当
と
な
る
島
原
市
民

は
い
る
の
か
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
第
56
号
議
案
及
び

第
57
号
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
59
号
議
案
、
第
60
号
議
案
及
び
第

61
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
南
高
北
部
環

境
衛
生
組
合
の
解
散
に
関
す
る
議
案
で

あ
り
、
関
連
が
あ
る
の
で
一
括
し
て
審

査
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
島
原
市
の
起
債
の
償
還
は
平

成
29
年
度
ま
で
と
の
こ
と
だ
が
、
覚
書

で
本
来
は
平
成
34
年
度
ま
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
額
は
幾
ら

な
の
か
。

　
　
　
　

島
原
市
が
平
成
29
年
度
以
降

支
払
う
金
額
の
合
計
は
、
交
付
税
措
置

を
考
慮
し
た
場
合
本
来
１
億
３
９
５
６

万
９
千
円
に
な
る
。
そ
の
う
ち
２
７
６

５
万
５
千
円
を
１
年
だ
け
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　
　
　
国
か
ら
の
補
助
金
を
使
い
南

高
北
部
環
境
衛
生
組
合
の
施
設
を
建
設

し
た
と
思
う
が
、
建
設
後
一
定
期
間
よ

り
早
く
解
散
す
る
場
合
、
補
助
金
の
返

還
が
生
じ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

国
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
て

施
設
を
建
設
し
て
い
る
。
返
還
が
必
要

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
解
散
に
よ
り
施

設
を
無
償
譲
渡
す
る
と
補
助
金
の
返
還

が
発
生
し
な
い
。
今
回
は
こ
の
ケ
ー
ス

に
当
た
り
、
返
還
は
発
生
し
な
い
。　

　

こ
の
ほ
か
、
南
高
北
部
環
境
衛
生
組

合
の
資
産
や
精
算
手
続
き
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
第
59

号
議
案
、
第
60
号
議
案
及
び
第
61
号
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

○
第
55
号
議
案

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
島
原
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
第
56
号
議
案

　
島
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
第
57
号
議
案

　
島
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
第
59
号
議
案

　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

○
第
60
号
議
案

　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
の
解
散

に
つ
い
て

○
第
61
号
議
案

　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
の
解
散

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁
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産業建設委員会質
疑

○
第
58
号
議
案

　
島
原
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
第
66
号
議
案

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

付
託
さ
れ
た
議
案
2
件
を

審
査
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
報
酬
額
を
定
め
る
と

と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
委
員
の
報
酬

額
を
改
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
農
業
委
員
会
委
員
の
職
務
は

多
忙
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
前

回
の
改
正
で
は
農
業
委
員
会
委
員
の
定

数
が
減
り
、
今
回
の
改
正
で
は
農
業
委

員
会
委
員
の
月
額
報
酬
が
減
額
と
な
っ

て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会

委
員
の
仕
事
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
と
比

べ
て
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　

先
の
議
会
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
委
員
の
定
数
の
減
と
併
せ
て
、

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

設
け
る
議
決
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
後
、
平
成
29
年
７
月
20
日
以
降
、
農

業
委
員
会
の
委
員
は
、
農
業
委
員
会
委

員
と
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
委

員
会
の
業
務
は
、
委
員
双
方
が
協
力
し

な
が
ら
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

た
め
、
運
営
上
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

　
　
　
農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬
額

に
つ
い
て
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準
な

ど
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

全
国
平
均
で
、
現
在
の
農
業

委
員
会
委
員
の
報
酬
月
額
は
３
万
円
だ

が
、
農
業
委
員
会
の
委
員
は
定
数
が
改

正
さ
れ
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ふ
え
る
の

で
、
今
後
は
２
万
5
千
円
程
度
に
下
が

る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
国
に
お
い
て
、
農
地
利
用
最
適

化
交
付
金
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
お

り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
の
た
め
の

活
動
に
対
す
る
報
酬
、
活
動
に
伴
っ
て

成
果
が
表
れ
た
場
合
に
対
す
る
報
酬
が

基
礎
的
月
額
報
酬
に
上
乗
せ
し
て
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
報
酬
額
の
妥
当
性
、
交

付
金
の
基
準
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　　

島
原
市
有
明
の
森
フ
ラ
ワ
ー
公
園
の

管
理
を
、
共
同
事
業
体
ブ
ラ
ン
ド
島
バ

ラ
に
行
わ
れ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
も

の
。

　
　
　
　
共
同
事
業
体
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
共
同
事
業
体
を
構

成
す
る
代
表
構
成
員
及
び
構
成
員
の
概

要
は
。

　
　
　
　

共
同
事
業
体
と
は
２
つ
以
上

の
団
体
か
ら
な
る
任
意
の
団
体
で
あ

る
。
ま
た
、
代
表
構
成
員
は
福
岡
市
に

本
社
が
あ
る
株
式
会
社
プ
チ
ラ
イ
フ

で
、
医
療
機
器
等
の
製
造
販
売
や
森
林

セ
ラ
ピ
ー
を
行
い
、
構
成
員
は
山
口
県

光
市
に
本
社
が
あ
る
株
式
会
社
繁
農
園

で
、
造
園
業
等
を
行
っ
て
い
る
会
社
で

あ
る
。

　
　
　
　
新
た
に
指
定
を
受
け
る
事
業

体
だ
が
、
そ
こ
で
働
く
職
員
の
雇
用
関

係
に
つ
い
て
、
ま
た
、
公
園
の
管
理
運

営
や
自
主
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

　
　
　
　

６
名
を
雇
用
さ
れ
、
社
会
保

険
に
加
入
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
公
園
の
管
理
は
公
募
の
際
の
計
画

に
基
づ
き
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
従

前
ど
お
り
の
運
営
を
さ
れ
て
い
く
中
、

自
主
事
業
で
は
花
見
夜
桜
ま
つ
り
、
ポ

ケ
モ
ン
ま
つ
り
、
恐
竜
イ
ベ
ン
ト
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
集
客
を

図
る
計
画
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
対
す
る

指
導
計
画
、
事
務
所
の
設
置
場
所
等
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

フラワー公園に咲く花
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付
託
さ
れ
た
議
案
５
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

 　

優
秀
な
人
材
の
育
成
と
市

へ
の
定
住
促
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
奨
学
金

の
支
給
等
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

収
入
基
準
に
つ
い

て
、
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る

給
付
型
奨
学
金
は
非
課
税
世

帯
で
４
人
世
帯
の
場
合
が
年

収
約
2
9
5
万
円
以
下
と
い

う
こ
と
だ
が
、
市
の
奨
学
金

の
収
入
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

国
の
基
準
よ
り
高
い
収
入
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

市
の
奨
学
金
は
県
の
奨
学
金
の
基
準
に

準
じ
て
お
り
、
給
与
所
得
で
４
人
世

帯
、
国
公
立
大
学
の
自
宅
外
通
学
の
場

合
、
年
収
で
約
８
３
０
万
円
以
下
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
貸
与
額
の
根
拠
、
財

源
、
奨
学
生
を
選
考
す
る
審
議
委
員
会

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　　　

島
原
市
営
陸
上
競
技
場
、
島
原
市
営

球
場
及
び
島
原
市
営
総
合
運
動
公
園
庭

球
場
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
経
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
　
　
　

指
定
管
理
に
よ
る
経
費
節
減

効
果
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　

指
定
管
理
を
導
入
後
、
こ
れ

ま
で
の
10
年
間
で
市
全
体
で
は
約
５
億

円
、
こ
の
総
合
運
動
公
園
一
帯
の
３
施

設
に
つ
い
て
は
約
２
７
０
０
万
円
の
削

減
効
果
が
あ
っ
た
と
算
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
指
定
期
間
を
５
年
に
し

た
経
緯
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
及
び
島
原
市
平

成
町
多
目
的
広
場
の
管
理
を
行
わ
せ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

復
興
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て

は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

代
の
方
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
レ
ス
リ
ン
グ
と
い
っ
た
各
種
競
技

の
大
会
な
ど
、
か
な
り
多
く
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
稼
働
率
は
ど
れ
位

な
の
か
。

　
　
　
　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
稼
働
率

で
約
46
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
主
事
業
の
計
画
等
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

島
原
市
霊
丘
公
園
体
育
館
・
弓
道
場

ほ
か
５
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第

６
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

経
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

れ
い
な
ん
会
館
に
つ
い
て
は

以
前
、
器
具
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
施
設
も
含

め
て
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

市
内
に
は
れ
い
な
ん
会
館
の
ほ
か
、
平

成
町
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
有
明
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

が
あ
る
が
、
施
設
の
統
廃
合
も
含
め
た

議
論
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
来
年
度
に

は
施
設
ご
と
に
個
別
の
計
画
を
つ
く
る

よ
う
計
画
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
統
廃
合
を
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
施
設
の
点
検
方
法
、
有

馬
武
道
館
及
び
温
水
プ
ー
ル
の
耐
震
化

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
53
号
議
案

　

島
原
市
奨
学
金
貸
付
条

例

○
第
62
号
議
案

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

○
第
63
号
議
案

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

○
第
64
号
議
案

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁
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○
第
65
号
議
案

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

○
第
67
号
議
案

　

平
成
28
年
度
島
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

島
原
文
化
会
館
の
管
理
を
行
わ
せ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

島
原
文
化
会
館
は
昭
和
49
年

に
建
て
ら
れ
、
約
42
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
こ
の
施
設
は
い
つ
ま
で
使
え
る

施
設
な
の
か
。

　
　
　
　

文
化
会
館
に
限
ら
ず
、
一
般

的
な
建
物
の
耐
用
年
数
と
し
て
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
場
合
、
用
途
に

よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
四
十
七
、
八
年

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
施
設
の
修
繕
料
、
指
定

管
理
施
設
の
再
編
等
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
質
疑
）
職
員
の
人
件
費
の
増
減
の
内

訳
は
。

　
　
　
　

給
与
改
定
に
よ
る
増
、
職
員

の
退
職
に
よ
る
減
、
各
種
手
当
の
減
な

ど
が
あ
り
、
合
計
す
る
と
約
５
８
０
０

万
円
の
減
と
な
る
。

　
　
　
　

島
原
城
管
理
経
費
の
島
原
城

整
備
基
金
積
立
金
は
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

　
　
　
　

収
益
の
70
％
を
施
設
利
用
負

担
金
と
し
て
積
み
立
て
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
分
の
収
益
の

70
％
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　

昨
年
10
月
か
ら
島
原
城
を
管

理
す
る
指
定
管
理
者
が
変
わ
っ
て
い
る

　

３
億
１
５
４
０
万
９
千
円
を
増
額

し
、
予
算
の
総
額
を
２
４
８
億
７
１
６

１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。　

が
、
今
後
も
収
益
の
70
％
が
積
み
立
て

ら
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

市
と
指
定
管
理
者
と
の
基
本

協
定
に
基
づ
き
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

経
済
対
策
分
の
臨
時
福
祉
給

付
金
約
２
億
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

対
象
人
数
や
給
付
金
額
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

１
人
当
た
り
１
万
５
千
円
を

支
給
す
る
も
の
で
、
対
象
者
は
１
万
２

７
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回

の
給
与
改
定
に
よ
る
増
額
分
に
対
す
る

交
付
税
の
予
算
計
上
が
さ
れ
て
い
な
い

理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

今
年
度
の
地
方
交
付
税
の
算

定
基
礎
と
な
る
基
準
財
政
需
要
額
の
計

算
に
用
い
ら
れ
る
単
位
費
用
は
、
前
年

あ
る
い
は
前
々
年
の
経
済
状
況
や
人
事

院
勧
告
な
ど
を
見
な
が
ら
国
に
お
い
て

算
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

分
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

こ
の
ほ
か
、
三
会
原
第
３
地
区
発
掘

調
査
事
業
の
内
容
、
有
明
総
合
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
空
調
機
器
の
改
修
に
よ
る

会
館
利
用
へ
の
影
響
、
臨
時
福
祉
給
付

費
の
過
年
度
国
県
支
出
金
返
還
金
等
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
挙
手
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

質
疑

答
弁

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会
か
ら
の

審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑



　

歳
入
決
算
額
は
２
３
４
億
９
１
１
３

万
９
６
５
０
円
で
、
一
般
財
源
が
61
・

１
％
、
特
定
財
源
が
38
・
９
％
。
自
主

財
源
と
依
存
財
源
で
は
、
自
主
財
源
が

29
％
、
依
存
財
源
が
71
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
２
３
１
億
７
６
２
５

万
８
７
０
５
円
で
、
性
質
別
で
は
義
務

的
経
費
が
48
・
５
％
、
投
資
的
経
費
が

13
・
２
％
、
そ
の
他
の
経
費
が
38
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
島
原
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
応
援

事
業
の
実
績
は
。

　
　
　
　

相
談
件
数
が
１
４
６
１
件
、

お
見
合
い
実
施
件
数
は
34
組
で
継
続
し

て
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
る
方
が
３

組
、
う
ち
１
組
が
成
婚
予
定
。

　
　
　
　
若
者
住
ま
い
支
援
補
助
金
に

つ
い
て
、
定
住
促
進
に
貢
献
で
き
る
事

業
だ
と
考
え
る
が
、
補
助
の
要
件
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、

民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り
ら
れ
て
い
る
29

歳
以
下
の
方
に
家
賃
を
２
年
間
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
生
き
生
き
お
出
か
け
・
ふ
れ

あ
い
交
流
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
継
続

し
て
事
業
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
声

も
あ
る
が
、
事
業
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

高
齢
者
を
中
心
に
誰
も
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場
を
商
店
街

に
設
け
て
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
を
実
施

し
た
。
期
間
中
は
延
べ
６
５
４
２
人
の

利
用
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら
は
外
出
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
ゲ
ー
ム
な
ど

も
行
わ
れ
て
お
り
楽
し
か
っ
た
な
ど
の

意
見
が
あ
る
。
今
後
も
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
機
会
を
創
出
し
た
い
。
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答
弁

質
疑

質
疑

○
第
41
号
議
案

　
平
成
27
年
度
島
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算 決

算
審
査
特
別
委
員
会

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
去
る
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
し
て
付
託
さ
れ
た
第
41
号
議
案
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
10
月

４
日
、
５
日
の
２
日
間
で
審
査
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
決
算
の
概
要
」
「
主

要
施
策
の
成
果
説
明
書
」
、
監
査
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
決
算
及
び
基

金
運
用
状
況
審
査
意
見
書
」
な
ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

質
疑

なごみ茶ろんでのイベントのようす

　

議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
の
皆

様
に
お
伝
え
し
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
定
例
会
ご
と
に

年
４
回
「
島
原
市
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
市
内
各
世
帯
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
向
け

に
、
音
声
版
、
点
訳
版
を
、
島
原

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
ず
の

会
」
及
び
、
島
原
点
訳
サ
ー
ク
ル

「
が
ん
ば
っ
点
！
」
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行

し
て
い
ま
す
。

◇
音
声
版
、
点
字
版
を
ご
希
望
の

方
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉
班
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先

　
　
　
　

電
話
63　

１
１
１
１

　
　
　
　
　

（
内
線
）
２
７
３

議
会
だ
よ
り

「
音
声
版
・
点
字
版
」
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内



　
　
　
　
公
共
施
設
の
使
用
料
の
基
本

方
針
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

基
本
的
に
施
設
の
建
設
費
と

維
持
管
理
費
を
勘
案
し
て
使
用
料
を
算

出
し
て
い
る
。
施
設
に
よ
っ
て
は
、
民

間
に
同
種
の
施
設
や
公
共
で
し
か
提
供

で
き
な
い
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
市
と

使
用
者
の
負
担
割
合
を
５
つ
程
度
に
区

分
し
、
利
用
者
か
ら
負
担
を
頂
く
よ
う

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
、

市
内
で
は
２
つ
の
園
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
事
業
を
実
施
す
る
保
育
園
が
ふ

え
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

採
算
性
や
看
護
師
・
保
育
士

の
確
保
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
は
７
割
が
赤
字
経
営
で

あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

　
　
　
　
観
光
行
政
に
つ
い
て
、
宿
泊

客
を
ふ
や
す
た
め
の
計
画
や
目
標
値

は
。

　
　
　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
目

標
数
値
と
し
て
、
入
り
込
み
客
数
を
２

０
０
万
人
、
宿
泊
客
数
を
25
万
人
、
観

光
消
費
額
を
１
９
５
億
円
と
し
て
い

る
。
観
光
に
お
い
て
は
１
つ
の
ホ
テ
ル

に
納
品
す
る
業
者
が
１
０
０
業
者
程
度

あ
る
の
で
、
市
民
の
生
計
を
維
持
す
る

た
め
の
産
業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
九
州
学
生
駅
伝
大
会
に
対
す

る
市
民
の
声
は
ど
う
か
。
１
８
０
０
万

円
も
の
予
算
を
か
け
て
今
後
も
継
続
す

る
の
か
。

　
　
　
　

学
生
駅
伝
大
会
で
は
毎
年
多

く
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
運
営
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
島
原
の
冬
の
一
大
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
理
解
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
会
・
自
治
会
組
織

へ
の
予
算
配
分
の
あ
り
方
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共

交
通
へ
の
補
助
金
と
そ
の
効
果
、
生
活

保
護
費
の
推
移
と
市
の
対
応
、
南
高
北

部
環
境
衛
生
組
合
に
対
す
る
負
担
金
、

畜
産
関
係
補
助
事
業
に
よ
る
効
果
、
企

業
立
地
や
島
原
ブ
ラ
ン
ド
営
業
の
推
進

策
、
有
明
町
下
水
道
事
業
基
金
積
立
金

の
状
況
と
今
後
の
計
画
、
消
防
団
員
の

公
務
災
害
に
対
す
る
補
償
内
容
、
就
学

援
助
の
状
況
と
財
源
、
市
税
に
お
け
る

収
入
未
済
額
と
不
納
欠
損
の
状
況
等
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
挙
手
採
決
の

結
果
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
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答
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平成町人工芝グラウンド

島原学生駅伝のようす

　市議会の審議内容や市政に対する一般質問の内容などを市民の皆様に
広くお知らせするため、市議会ホームページに会議録を公開しておりま
す。
　ことばや発言者など、さまざまな方法で検索できますので、ご活用く
ださい。

インターネットで島原市議会会議録と
　　会議のライブ・録画放送がご覧になれます。
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